
  

 

 

令和８年度第 1回 

奄美市通学路安全推進会議 

～通学路の安全確保に関する取組の方針～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和７年６月５日 通学路点検：朝日中学校区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年５月 13 日（水） 

15：00～16：30 

奄美市役所６階 中会議室 

【 会  順 】 

１ 開会のことば 

２ 学校教育課長あいさつ 

３ 自己紹介 

４ 説明及び協議 

 ⑴ 奄美市通学路交通安全推進会議についての説明 

 ⑵ 令和８年度の通学路危険箇所報告 

 ⑶ 合同点検箇所について 

  ア 点検箇所について 

  イ 日程について 

５ その他 

６ 閉会のことば 



 

 

 

１ プログラム策定の目的 

  平成 24 年４月に京都府亀岡市で発生した登校中の児童等の列に自動車が突入する事

故を始め、登下校中の児童生徒が死傷する事故が連続して発生した。これを受け、全国

各地で「通学路における緊急合同点検」が一斉に実施された。 

本市においても、平成 24年度に各小学校から挙げられた通学路危険箇所について、関

係機関と連携した緊急合同点検を実施してきた。これまで挙げられてきた危険箇所を改

善し、通学路の安全確保に向けて努力しているところである。 

一方で、ここ数年、本市児童に係る軽微な交通事故は発生していたが、昨年４月には

新聞等でも報道されたように小学１年生が車に 

はねられ、一時重体となるなど生命に関わる重 

大な事故も発生している。 

軽微な事故の積み重ねが１件の重大事故につ 

ながるという「ハインリッヒの法則」を援用す 

るならば、軽微な事故を未然に防ぐためにハー 

ド面及びソフト面の対策を継続的に講じていく 

ことが必要不可欠である。 

  以上のことから、通学路の安全確保に向けた 

関係機関の連携及び継続的な対策を進めていく 

ために「奄美市通学路交通安全プログラム」を 

策定した。 

  今後は、本プログラムに基づき、関係機関が 

連携して、児童生徒が安全に通学できるように 

通学路の安全確保を図っていくこととする。 

 

２ 奄美市通学路安全推進会議の設置 

  関係機関の連携を図るとともに、本プログラムの具現化を図るため、以下のメンバー

を委員とする「奄美市通学路安全推進会議」を設置した。 

 

⑴ 推進会議委員 

◎ 奄美警察署交通課        ◎ 大島支庁建設部建設課 

◎ 奄美市建設部土木課道路係    ◎ 奄美市総務部総務課防災危機管理室 

◎ 奄美市校長協会         ◎ 奄美市名瀬町内会・自治会連合会 

◎ 奄美市ＰＴＡ連絡協議会     ◎ 奄美市スクールガード・リーダー 

◎ 奄 美 市 地 域 女 性 団 体 連 絡 協 議 会  ◎ 奄美市教育委員会 

  委員については、市全体をあげて継続的に対策に取り組めるよう選出した。また、各

地域において変動する通学路環境に関する情報を確実に集約できるように、町内会・自

治会情報連絡協議会やＰＴＡ連絡協議会、スクールガード・リーダー等との連携を図る

ことができる態勢とした。 

 

 

図 ハインリッヒの法則（SAFETY JAPANホーム 

ページより） 
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会　 長 副会長

委　 員

奄美警察署

市校長協会

町内会・ 自治会

情報連絡会

大島支庁 奄美市役所

各学校・ ＰＴＡ

 

合同点検の実施
安全対策の実施

対策効果の把握
アンケートの実施

対策の改善・充実
来年度の計画

プログラムの全体計画
合同点検の実施計画

 

⑵ 推進会議組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 推進会議の役割 

   「奄美市通学路交通安全プログラム」の策定及び対策の実施状況の確認、対策効果

の把握、対策の改善や対策内容の検討等、通学路の交通安全確保に向けて継続的に協

議を行う。 

 

３ 取組の方針 

 ⑴ 基本的な考え方 

   継続的に通学路の安全を確保するため、緊急合同点検後も合同点検を継続するとと

もに、対策実施後の効果について検証する。また地域の実情に応じた対策の改善・充

実を図る。 

   以上の取組をＰＤＣＡサイクルとして繰り返し実施することを通して、通学路の安

全性の向上に努める。また、サイクルが機能的に働くように、随時、現状分析（＝

Research）を加えることとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奄美市通学路交通安全プログラム 
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Research 

Research 

Research 
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⑵ 取組の内容 

  ア 通学路安全推進会議の開催 

○ 開催時期及び会議の内容 

 ・ 第１回（５月）：年度目標・計画の確認、危険箇所の把握、合同点検箇所の確

認及びスケジュールの調整 

・ 第２回（２月）：年度目標・計画実施状況の評価、対策内容の分析、次年度の

目標設定 

  イ 定期的な合同点検  

   (ア) 実施時期：６月上旬 

   (イ) 実施回数：年１回 

   (ウ) 実施内容：各学校から挙がってきた危険箇所の点検 

   (エ) メンバー：学校・保護者・道路管理者・警察・自治会（地域住民）・市教委 

   (オ) そ の 他：定期的な合同点検の他に、道 

路環境の変動（土砂崩れ等）がある場合に 

は、別紙様式（右）を学校に提出させ、臨 

時の合同点検を実施する。 

 ウ 対策の検討・実施 

    合同点検の結果から明らかになった対策必 

要箇所について、具体的な対策を検討する。 

なお、内容については歩道整備や防護柵設 

置のようなハード対策から、交通安全指導と 

いったソフト対策等、対策必要箇所に応じて 

て具体的な実施メニューを決定する。 

    対策の実施にあたっては、対策が円滑に進 

むよう関係者間で連携を図る。 

  エ 対策効果の把握・改善 

    合同点検結果に基づく対策実施後の箇所等 

について、期待した効果が実際に上がってい 

るか児童生徒や保護者、地域住民を対象としてアンケート等による実態調査を実施

する。 

    また、対策実施後も合同点検や効果把握の結果を踏まえて、対策内容の改善や充

実を図る。 

オ 対策箇所図・対策箇所一覧表の公表 

    合同点検後に決定した対策内容が実施された 

後は、奄美市ホームページにある教育委員会の 

ページに対策箇所や内容について公表する。 

    また、事故発生頻度が高い右図のような箇所 

を公表し、学校における児童生徒の危険予知ト 

レーニングに活用できるよう工夫する。 

学校からの報告例 
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